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Ａ．研究目的 
 本研究は、包括的支援体制の構築に向けて必要
となる評価活動のあり方を明らかにすること及び評
価活動が参加者・組織に与える影響を明らかにす
ることを目的に、昨年度に引き続き、茨城県東海村
において研究を行った。 
 評価活動の影響については、いわゆる「評価の
プロセス活用」(Patton 1997) の観点から、関係者
が評価活動に参加することで、その実施過程で得
られる学びの結果として、個人の思考や行動の変
化、およびプログラムや組織内の手続きや文化の
変化が生じるのかという点に注目し研究を行った。 
 
Ｂ．研究方法 
行政及び社会福祉協議会（以下、社協）の重層

的支援体制整備事業（以下、重層事業）の主担当
者（３名・２名）、評価活動の専門家（１名）、研究者
（１名）からなるコアメンバー会議において打合せを
繰り返しながら、関係各課のメンバーからなる重層
的支援体制推進ワーキング委員会（委員17名）に
おいて、具体的な検討を進めていった。 
昨年度の成果として、東海村における「重層的

支援体制整備事業の共通目標」である「相談支援
の望ましい連携の仕組み」、「望ましい地域のあり方」
の2つの目標案の抽出に至っていたことから、今年
度はそれらの目標を精緻化・構造化するとともに、
評価のための指標を設定することを目標とし、３回
の推進ワーキング委員会（以下、委員会）でのワー
クショップを行った。 
また、「評価のプロセス活用」の効果については、

委員会メンバーの反応・変化について、委員会お
よびコアメンバー会議の場で把握を行うとともに、
全体の研究会において、主管課の担当職員から、
包括的支援体制の整備及び評価活動に関してこ
れまでに起こった出来事（事実）とそれに対する担

当者としての思い（思考・感情）を整理し、発表して
もらうことで把握を行った。 

 
  （倫理面への配慮） 
本研究の内容に関しては、明治学院大学の研

究倫理審査委員会において承諾を得た（承認番
号：SW24－06）。また、研究代表者及び東海村、
東海村社会福祉協議会との間で、調査研究に関
する覚書を締結し（2024年11月1日付）、その合意
事項に基づき研究を実施した。 
 
Ｃ．研究結果 
推進ワーキング委員会における評価ワークショッ

プを３回（７月第1回、９月第２回、11月第３回）実施
し、その後約２か月をかけて、各課の事業の洗い出
しを行い、最終的にスーパーゴール（１）・最終アウ
トカム（１）・中間アウトカム（共通目標）（２）・直接ア
ウトカム（10）と、直接アウトカムに紐づく活動・取組
のリストからなる「包括的な支援体制の整備に向け
たロジックモデル」の形成に至った（別紙）。 
目標の文言は、ワークショップで複数回にわたっ

て検討が重ねられ、参加者の合意のもとで採用さ
れた。最終アウトカムは「村民誰もが、つながりを実
感でき、互いに認め分かち合い、自らの望む生き
方ができる」、中間アウトカムは、「支援者が、対話
を通じて互いに理解しあい、領域を超えて連携でき
る関係性が構築されている」、「村民誰にも参加の
場と役割があり、どこかでつながり受け入れあえる
地域になる」となった。 
また、活動・取組は、①関連する既存の取組及

び今後必要となる取組を網羅的に列挙したリスト、
②①のうち行政・社協の個別計画において位置付
けられている取組を計画別に再掲したリストの２種
類に整理する形となった。 
 次に、「評価のプロセス活用」の状況については、
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委員会メンバーのワークショップへの積極的な参
加や、個々の職員の包括的支援体制への認識の
深まりなどワークショップに参加した職員を軸として
の変化はみられるものの、全ての関係各課の組織
としての意識・行動の変化に明確に結びついてい
るとまでは言い切れないこと、ワークショップ実施時
などの点での関わりとなりがちであること、人事異
動による組織力低下などもあることが課題として把
握された。 
また、特に関係各課における関連事業の洗い出

しなどは、作業自体の負担感もあることが把握され
た。 
さらに、庁外の相談支援機関や地域住民の評価

活動への参加はこれまで行われておらず、庁外・
地域住民に変化が波及するところまでは至ってい
ないことも課題として把握された。 
 
Ｄ．考察 
東海村においては、コアメンバーの議論を通し

て、重層事業の推進には関係者の共通目標を明
確化し、それに基づき評価を継続的に実施してい
くことが有効ではないかと考え、取組を進めてきた。 
今年度の当初は、重層事業のアウトカムを設定

し、そのアウトカムごとに評価指標を設定することま
でを目指していた。しかし、コアメンバー会議にお
いて、「重層事業をいかに自分事化するか」が大き
な課題であることが指摘され、その「自分事化」の
方法として、各課の事業の丁寧な洗い出しと目標
への紐づけを行うことになった。また、検討過程に
おいて、今回の検討範囲は重層事業に限らず、さ
らに広い包括的支援体制の構築を範囲とするべき
ではないかという認識が生じ、タイトルも「包括的支
援体制の整備に向けたロジックモデル」に変更され
た。 
これらの変更により、形成されたロジックモデル

において包括的支援体制の構築と分野別の個別
計画との関連が明確になり、今後、各計画で実施
されている評価を活用しながら、評価を行っていく
可能性が見えてきた。 
一方、「評価のプロセス活用」に関しては、いくつ

かの課題があることが把握された。今後、評価指標
の設定、評価の実施へと進んでいく中で、負担感
の軽減と効果の両立や、日常業務への組み込み
方、庁内・庁外への評価活動の拡張等を模索して
いくことが必要になるといえる。 
 
Ｅ．結論 
 包括的支援体制の構築は、法律に定められてい
るものではあるものの、具体的な目標像やその実
現手段、つまり誰が何をすることで、どのような状態
を目指すのかまで細かく設定されているものではな
い。また、その在り方も当然地域ごとに異なる。 
今回の東海村における取組を通じて、包括的支

援体制の構築にむけて、関係者参加型のワークシ
ョップにより、ロジックモデルを用いて目標と手段を
検討し、設定していくことの可能性が見えてきたと
考える。 
ただし、今年度の取組は目標像の設定までであ

り、今後、目標ごとの指標の設定、データの収集、
価値判断を行うという評価のプロセスを進めていく
ことになる。それらのプロセスを通じた参加者・組織

の変化の状況にも注目しながら、包括的支援体制
の構築に向けて有効な評価活動のあり方を引き続
き検討していく必要がある。 

 
 
Ｆ．健康危険情報 
 （分担研究報告書には記入せずに、総括 
  研究報告書にまとめて記入） 
 
Ｇ．研究発表 
1.  論文発表 
なし 

 
2.  学会発表 
古市こずえ・吉成亘弘・榊原美樹「包括的な支援体
制構築における重層的支援会議の意義－東海
村重層的支援会議の効果と課題を踏まえて－」
日本地域福祉学会第38回大会． 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
  なし 
 2. 実用新案登録 
  なし 
 3.その他 

 なし 
  

 
【引用文献】 
Patton,M.Q. (1997) Utilization Focused Evaluati
on: The Guide. Guilford Press. 
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東海村　包括的な支援体制の整備に向けたロジックモデル（R7.3.19確定版）

スーパーゴール

最終アウトカム

（＊注記：「村民誰も」とは，支援者や行政・社協などあらゆる関係者を含む）

中間アウトカム
（共通目標）

直接アウトカム

相談窓口・受付 アウトリーチ 支援情報の共有 情報保障 会議体の運営 見守りと相談

活動・取組み

・ 福祉的視点による初期対
応の全庁実施

・ 関係機関同士の協力によ
る訪問・調査・支援活動

地い
障

相談支援システム（みま
もろう）の活用

子 のびのび子育て帳アプリ 地 重層的支援会議 地活 参加支援事業
（JOIN/JOINUS）

地活 参加支援事業
（JOIN/JOINUS）

地活 地区社会福祉協議会協働
事業（運営支援/住民座談
会開催/会長連絡会運営）

地 自治会等における地域活
動の中での見守り

・ 福祉理解のための出前講
座（村民向け）

・ 納税相談 地 高齢者状況調査の実施
（民生委員・児童委員）

高い 医療と介護の連携の推進
（MCSでの情報共有(関係
者間)）

高 医療と介護の連携の推進
(まるっとナビ，けあプロ
ナビ（社会資源や人材リ
ストの共有））

地 重層支援会議 高 医療と介護の連携の推進
（村カフェによる多職種
連携）

・ ぷらっとスマホ広場（通
いの場×ボランティア）

高 地域支え合い活動団体の
支援（サロンの開催，介
護予防活動の場の提供）

地 民生委員・児童委員活動 活 福祉教育推進事業（ふれ
あい福祉まつり/小・中学
校福祉体験出前講座/企
業・専門職版出前講座/福
祉課題寸劇）

地 生活保護相談 高 避難行動要支援者の避難
支援の推進（地域やケア
マネからの情報提供）

地 福祉情報システムの活用 地障 広報紙への掲載（村・社
協・地域など）

高 高齢者福祉計画推進委員
会

高 地域支え合い活動団体の
支援（サロンの開催）

地活 ふれあいいきいきサロン
事業

・ 障がい者団体 地 保護司活動 高 介護に関する講座の開催
（福祉理解のための出前
講座（村民向け））

・ 多頭飼育相談 高 避難行動要支援者の避難
支援の推進（職員による
戸別訪問調査）

・ 健康管理システムの活用 地障 ホームページへの掲載 高 医療と介護の連携の推進
（地域包括ケアシステム
推進全体会議（多職種連
携））

い 東海村障がい者等居場所
づくり事業（居～場所）

地 地域支え合い活動団体 活 ボランティア・市民活動
センター事業（団体・個
人ボランティア登録コー
ディネート）

地 人権擁護委員活動 ・ 全世代型福祉教育（共
育）

・ 専門窓口による個別相談 活 きれい！すっきり！年末
ゴミ出しお助け隊事業

地 つなぎシートの活用 い 村民への啓発と周知（広
報誌への掲載，イベント
時や公共機関での啓発
ブース）

高 医療機関・介護サービス
事業所相互理解推進事業
（地域包括ケアシステム
推進全体会議（多職種連
携））

地 生活困窮者等地域づくり
事業

地 公共施設の有効活用 活 ふれあい活動推進事業
（地域における食事会の
取組み推進）

地障 要援護者の見守り活動に
関する協定（企業との見
守り協定事業）

・ 学校での福祉教育

・ 通常業務の中での対応 活 フードドライブ推進事業
（もぐもぐお届け便/フー
ドロスマッチング事業）

・ 個別（個人）情報共有 地障 SNSへの掲載 子 子どもを守る地域ネット
ワーク機能強化事業（要
保護児童対策協議会によ
る個別ケース検討会議）

・ 子ども食堂 い障 東海村障がい者等居場所
づくり事業（居～場所）

・ 子ども食堂 ・ 水道検針員 ・ 福祉教育（児童向け、大
人向け）

・ 庁内研修会（福祉部局以
外の気づきを増やす）

活 アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業（地域へ
の出張相談/LINE相談/
ほっとけないシート）

高活 地域資源情報・地域支え
合い活動団体の支援（ま
るっとナビの活用）

地 ひばりくん防犯メールの
活用

地 地域福祉計画推進会議 ・ 地域の世代間交流事業 ・ 子ども食堂 ・ 市民活動，地域活動に対
する相談・助言

・ 住宅管理会社 地 小学校での人権教室の実
施

・ 支援者育成（組織内コ
ミュニケーション，OJT・
専門研修）

健 母子保健における虐待防
止と早期支援体制（サ
ポートプラン会議，乳児
家庭全戸訪問事業,養育支
援訪問）

高 医療と介護の連携の推進
（まるっとナビ）

地 防災行政無線放送 活 地域福祉活動計画推進委
員会

・ 活動団体同士の交流やコ
ラボレーション

子 地域子育て支援拠点事業
（子育て支援センター）

地 ボランティアの育成 高 高齢者の保健事業と介護
予防等の一体的実施事業
（一体的事業（その他企
業との連携・協力））

・ 各種育児教室

子 子どもを守る地域ネット
ワーク機能強化事業
（こども家庭センターで
の個別相談）

・ 子ども家庭センター、マ
イ保健師、統括支援員の
訪問

高 避難行動要支援者の避難
支援の推進（福祉情報シ
ステムの活用）

高 主任ケアマネ連絡会での
周知（HPの活用，パンフ
レット作成等）

・ 個別ケース検討会議 高 高齢者クラブへの支援
（各会員による活動）

・ 子育てサロン 高 介護予防体操の推進（シ
ルバーリハビリ体操活
動）

高 介護相談員派遣事業（介
護相談員）

・ 住民向け広報による意識
醸成

子 利用者支援事業（子育て
支援コーディネーターに
よる村内支援センター出
張相談）

高 傾聴ボランティアの派遣
（施設入所者の第三者に
よる把握）

・ 計画や支援制度 健 妊娠期からの孤立防止支
援の充実（電子母子手帳
アプリ，母子健康相談）

活 地域支え合い体制整備事
業（第1層協議体「絆ま
るっとプロジェクト」）

高 シルバ―人材センターへ
の支援（シルバー会員に
よる活動）

子 地域子育て支援拠点事業
（子育てサークル）

地 自治会との連携や活動・
運営支援

高障 避難行動要支援者の避難
支援の推進（地域等から
の情報提供）

地 社会を明るくする運動の
実施

健 母子保健における虐待防
止と早期支援体制（母子
健康手帳交付時の面接，
マイ保健師による妊娠後
期電話フォロー）

子 子どもを守る地域ネット
ワーク機能強化事業（子
ども家庭支援員等による
個別訪問）

活 地域生活支援システム
（社協の個別支援データ
ベースシステム）

活 情報保障サービス事業
（村報等の点字・録音
サービス）

活 地域支え合い体制整備事
業（第2層協議体）

子 子どもを守る地域ネット
ワーク機能強化事業（要
保護児童対策協議会によ
る個別ケース検討会議）

・ 学習支援事業 ・ 企業退職者や若い世代に
向けた啓発や体験機会の
創出

い 自殺対策を支える人材育
成の強化（ゲートキー
パー養成講座）

地 同和問題研修の実施

い
様々な問題や悩みに応え
る相談体制の充実（ワン
ストップ窓口，障がい者
基幹相談支援センター，
こころの専門相談，女性
生活相談）

い 生活困窮者への生活支援
（個別訪問）

・ 養育支援訪問支援計画書 障 障がい者相談支援事業 ・ 地域公共交通会議（交
通・足）

活 生活困窮者等地域づくり
事業（世代・領域を超え
た交流のプラットフォー
ムづくり）

高 シルバ―人材センターへ
の支援（シルバー会員に
よる活動，シルバー喫茶
事業による憩いの場の提
供）

・ アドバイザーなど外部人
材の活用支援

活 地区社会福祉協議会協働
事業（ほっとけないシー
トによるニーズキャッ
チ）

高 避難行動要支援者の避難
支援の推進（共助の支え
合い体制づくり）

障 障がい者相談支援事業
基幹相談支援センター

障 特定相談支援事業
障害児相談支援事業
障害者虐待防止センター

高 地域支え合い体制整備事
業（協働体による話し合
い）

・ 庁内連携会議 活 学習支援事業（学びの機
会・社会参加の場づく
り）

地 スマホの相談窓口 高 東海村高齢者クラブへの
支援（各会員による活
動）

活 ふれあいいきいきサロン
事業（ほっとけないシー
トによるニーズキャッ
チ）

高 地域支え合い体制整備事
業（協働体による話し合
い）

子 子どもを守る地域ネット
ワーク機能強化事業（要
保護児童対策協議会）

地 民生委員・児童委員協議
会

障 地域生活支援事業（理解
促進研修・啓発事業補
助，レクリエーション活
動等支援事業
文化芸術活動振興事業）

活 福祉活動者人材発掘・育
成事業（ぷらっとスマホ
広場/企業・専門職版出前
講座）

高 シルバ―人材センターへ
の支援（シルバー会員に
よる活動，地域貢献活動
等含）

い 子ども・若者への支援
（SOSの出し方講座）

健 母子保健における虐待防
止と早期支援体制（母子
訪問支援検討会）

い障 地域におけるネットワー
クの強化（障がい者総合
支援協議会を活用した検
討会，支援会議）

障 地域活動支援センター事
業

高 適正なサービスの質と量
を確保した持続可能な介
護保険事業(地域密着型事
業所)

健 妊娠期からの孤立防止支
援の充実（母子保健推進
員活動）

い 子ども・若者への支援
（SOSの出し方講座）

活 多機関協働等事業（重層
的支援会議）

高 地域支え合い活動団体の
支援（サロンの開催，介
護予防活動の場の提供）

活 有償サービス事業（家事
援助/移送/保育サポー
ト）

障 地域生活支援事業（理解
促進研修・啓発事業補
助）

高 東海村高齢者クラブへの
支援（各会員による活
動）

障 地域生活支援事業（理解
促進研修・啓発事業補
助）

障 合理的配慮推進事業

子 母親と子どもの健康確
保・推進を図る事業（BP
プログラム（親子の絆づ
くりプログラム））

地域福祉計画

地 生活保護相談 地 高齢者状況調査の実施
（民生委員・児童委員）

地 つなぎシートの活用 地 広報紙への掲載（村・社
協・地域など）

地 重層的支援会議 地 参加支援事業 地 参加支援事業 地 地区社会福祉協議会（住
民座談会）

地 民生委員・児童委員活動 地 小学校での人権教室の実
施

地 福祉情報システムの活用 地 ホームページへの掲載 地 重層支援会議 地 生活困窮者等地域づくり
事業

地 サロン 地 ボランティアの育成 地 保護司活動 地 社会を明るくする運動の
実施

地 相談支援システム（みま
もろう）の活用

地 SNSへの掲載 地 地域福祉計画推進会議 地 地域支え合い活動団体 地 自治会の活動・運営支援 地 人権擁護委員活動 地 同和問題研修の実施

地 ひばりくん防犯メールの
活用

地 民生委員・児童委員協議
会

地 公共施設の有効活用 地 企業との見守り協定事業

地 防災行政無線放送 地 スマホの相談窓口 地 自治会等の地域活動

高齢者福祉・介護保険
事業計画

高 避難行動要支援者の避難
支援の推進（地域やケア
マネからの情報提供）

高 避難行動要支援者の避難
支援の推進（福祉情報シ
ステムの活用）

高 主任ケアマネ連絡会での
周知（HPの活用，パンフ
レット作成等）

高 高齢者福祉計画推進委員
会

高 地域支え合い活動団体の
支援（サロンの開催）

高 地域支え合い活動団体の
支援（サロンの開催，介
護予防活動の場の提供）

高 地域支え合い活動団体の
支援（サロンの開催，介
護予防活動の場の提供）

高 避難行動要支援者の避難
支援の推進（地域等から
の情報提供）

高 避難行動要支援者の避難
支援の推進（共助の支え
合い体制づくり）

高 避難行動要支援者の避難
支援の推進（職員による
戸別訪問調査）

高 地域支え合い活動団体の
支援（まるっとナビの活
用）

高 医療と介護の連携の推進
(まるっとナビ，けあプロ
ナビ（社会資源や人材リ
ストの共有））

高 医療と介護の連携の推進
（地域包括ケアシステム
推進全体会議（多職種連
携））

高 高齢者クラブへの支援
（各会員による活動）

高 東海村高齢者クラブへの
支援（各会員による活
動）

高 東海村高齢者クラブへの
支援（各会員による活
動）

高 介護相談員派遣事業（介
護相談員）

高 地域支え合い体制整備事
業（協働体による話し合
い）

高 傾聴ボランティアの派遣
（施設入所者の第三者に
よる把握）

高 地域支え合い体制整備事
業（協働体による話し合
い）

高 医療機関・介護サービス
事業所相互理解推進事業
（地域包括ケアシステム
推進全体会議（多職種連
携））

高 シルバ―人材センターへ
の支援（シルバー会員に
よる活動）

高 シルバ―人材センターへ
の支援（シルバー会員に
よる活動，シルバー喫茶
事業による憩いの場の提
供）

高 シルバ―人材センターへ
の支援（シルバー会員に
よる活動，地域貢献活動
等含）

高 高齢者の保健事業と介護
予防等の一体的実施事業
（一体的事業（その他企
業との連携・協力））

高 介護に関する講座の開催
（福祉理解のための出前
講座（村民向け））

高 医療と介護の連携の推進
（MCSでの情報共有(関係
者間)）

高 医療と介護の連携の推進
（村カフェによる多職種
連携）

高 適正なサービスの質と量
を確保した持続可能な介
護保険事業(地域密着型事
業所)

高 介護予防体操の推進（シ
ルバーリハビリ体操活
動）

高 医療と介護の連携の推進
（まるっとナビ）

障がい者プラン

障 障がい者相談支援事業
基幹相談支援センター

障 特定相談支援事業
障害児相談支援事業
障害者虐待防止センター

障 相談支援システム（みま
もろう）の活用，MCSでの
情報共有

障 広報紙，村公式ホーム
ページ，SNSを活用した周
知
障がい者相談支援事業

障 障がい者総合支援協議会 障 地域生活支援事業（理解
促進研修・啓発事業補
助，レクリエーション活
動等支援事業
文化芸術活動振興事業）

障 東海村障がい者等居場所
づくり事業（居～場所）

障 地域生活支援事業（理解
促進研修・啓発事業補
助）

障 要援護者の見守り活動に
関する協定

障 地域生活支援事業（理解
促進研修・啓発事業補
助）

障 地域活動支援センター事
業

障 避難行動要支援者の避難
支援の推進（地域等から
の情報提供）

障 合理的配慮推進事業

子ども・子育て支援事
業計画

子 子どもを守る地域ネット
ワーク機能強化事業
（こども家庭センターで
の個別相談）

子 子どもを守る地域ネット
ワーク機能強化事業（子
ども家庭支援員等による
個別訪問）

子 子どもを守る地域ネット
ワーク機能強化事業（要
保護児童対策協議会）

子 のびのび子育て帳アプリ 子 子どもを守る地域ネット
ワーク機能強化事業（要
保護児童対策協議会によ
る個別ケース検討会議）

子 子どもを守る地域ネット
ワーク機能強化事業（要
保護児童対策協議会によ
る個別ケース検討会議）

子 地域子育て支援拠点事業
（子育て支援センター）

子 利用者支援事業（子育て
支援コーディネーターに
よる村内支援センター出
張相談）

子 地域子育て支援拠点事業
（子育てサークル）

子 母親と子どもの健康確
保・推進を図る事業（BP
プログラム（親子の絆づ
くりプログラム））

健康づくり計画

健 母子保健における虐待防
止と早期支援体制（母子
健康手帳交付時の面接，
マイ保健師による妊娠後
期電話フォロー）

健 母子保健における虐待防
止と早期支援体制（サ
ポートプラン会議，乳児
家庭全戸訪問事業,養育支
援訪問）

健 母子保健における虐待防
止と早期支援体制（母子
訪問支援検討会）

健 妊娠期からの孤立防止支
援の充実（電子母子手帳
アプリ，母子健康相談）

健 妊娠期からの孤立防止支
援の充実（母子保健推進
員活動）

いのちを支える計画
（自殺対策計画）

い
様々な問題や悩みに応え
る相談体制の充実（ワン
ストップ窓口，障がい者
基幹相談支援センター，
こころの専門相談，女性
生活相談）

い 生活困窮者への生活支援
（個別訪問）

い 相談支援システム（みま
もろう）の活用，MCSでの
情報共有

い 村民への啓発と周知（広
報誌への掲載，イベント
時や公共機関での啓発
ブース）

い 地域におけるネットワー
クの強化（障がい者総合
支援協議会を活用した検
討会，支援会議）

い 東海村障がい者等居場所
づくり事業（居～場所）

い 東海村障がい者等居場所
づくり事業（居～場所）

い 自殺対策を支える人材育
成の強化（ゲートキー
パー養成講座）

い 子ども・若者への支援
（SOSの出し方講座）

地域福祉活動計画

活 フードドライブ推進事業
（もぐもぐお届け便/フー
ドロスマッチング事業）

活 地域生活支援システム
（社協の個別支援データ
ベースシステム）

活 情報保障サービス事業
（村報等の点字・録音
サービス）

活 多機関協働等事業（重層
的支援会議）

活 参加支援事業
（JOIN/JOINUS）

活 参加支援事業
（JOIN/JOINUS）

活 地区社会福祉協議会協働
事業（運営支援/住民座談
会開催/会長連絡会運営）

活 地区社会福祉協議会協働
事業（ほっとけないシー
トによるニーズキャッ
チ）

活 福祉教育推進事業（ふれ
あい福祉まつり/小・中学
校福祉体験出前講座/企
業・専門職版出前講座/福
祉課題寸劇）

活 きれい！すっきり！年末
ゴミ出しお助け隊事業

活 東海村介護医療地域情報
検索システム「まるっと
ナビ」（地域資源情報）

活 地域支え合い体制整備事
業（第1層協議体「絆ま
るっとプロジェクト」）

活 生活困窮者等地域づくり
事業（世代・領域を超え
た交流のプラットフォー
ムづくり）

活 ふれあいいきいきサロン
事業

活 ふれあい活動推進事業
（地域における食事会の
取組み推進）

活 ふれあいいきいきサロン
事業（ほっとけないシー
トによるニーズキャッ
チ）

活 アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業（地域へ
の出張相談/LINE相談/
ほっとけないシート）

活 地域支え合い体制整備事
業（第2層協議体）

活 学習支援事業（学びの機
会・社会参加の場づく
り）

活 福祉活動者人材発掘・育
成事業（ぷらっとスマホ
広場/企業・専門職版出前
講座）

活 有償サービス事業（家事
援助/移送/保育サポー
ト）

活 ボランティア・市民活動
センター事業（団体・個
人ボランティア登録コー
ディネート）

・ 全体を見る目（人） ・ 村民の主体性の醸成 ・ かけ合わせる（連携・つなぎあわせる仕組み）

・ 村民自身の自分ごと意識 ・ ムダをまとめる ・ ほっとけないシートの利用を広げる取り組み（住民の気にかけ合う意識深める）

・ 受け入れ意識の醸成（福祉教育の機会増） ・ 住民の不安の解消 ・ 失敗を恐れずチャレンジする（トライアンドエラーの意識の醸成）

・ 属性を問わない通いの場推進 ・ 行政・事業者・企業・住民が同じレベル・目線で話し合える場

場づくり 活動支援・人材育成 共生理念

活動・取組みを推進する
ためのキーワード

地域で支え合い　笑顔でいきいき暮らせるまち
（第４次東海村地域福祉計画　基本理念）

村民誰も※が，つながりを実感でき，互いに認め分かち合い，自らの望む生き方ができる

【望ましい連携の仕組み】
支援者が，対話を通じて互いに理解し合い，領域を超えて連携できる関係性が構築されている

【地域のあり方】
村民誰にも参加の場と役割があり，どこかでつながり受け入れあえる地域になる

支援者が困りごとに気づ
き、相手の立場に立って受
け止めることができる

支援者が，ＳＯＳを出せな
い人を確実に支援につなぐ
ことができる

支援者が，困りごとを抱え
る世帯や社会資源の情報を
共有できている

村民が，適切な情報にいつ
でもつながることができ，
活用することができる

村民や支援者が，互いを理
解し，制度の枠に捉われず
協力し合うことができる

村民や支援者が，社会に参
加できる場を創出し，つな
がることができる

村民が，自由に集い，気軽
に話せる場所がある

村民が地域に積極的に関わ
り、活動する仲間が増える

村民が，地域で困っている
人に気づき，困りごとを受
け止め，支援へのつなぎや
困りごとの受け止めができ
る

村民が，「支える側」「支
えられる側」といった関係
を超えて尊重される

参加支援・つながりづくり

行政・社協個別計

画（省略表記）

【地】

地域福祉計画

【高】

高齢者福祉・介護

保険事業計画

【子】

子ども・子育て支

援事業計画

【健】

健康づくり計画・

母子保健計画

【障】

障がい者プラン

【い】

いのちを支える計

画（自殺対策計

画）

【活】

地域福祉活動計画

活
動
・
取
組
み
（
個
別
計
画
関
係
・
再
掲
）
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